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青少年問題・事件を考える特別部会

教員免許更新制を考える

多数のご応募
まっています

　

現
代
版
「
姥
捨
て
」
と
も

思
わ
れ
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
を
め
ぐ
っ
て
様
々

な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
75
歳
以
上
の

方
々
の
問
題
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
や
が
て
そ
の
時
を

迎
え
る
私
達
（
筆
者
）、
ま

だ
ま
だ
先
だ
と
思
っ
て
い
る

若
い
人
達
、
そ
し
て
そ
ん
な

こ
と
は
預
か
り
知
ら
ぬ
子
ど

も
達
の
、
こ
の
日
本
で
ど
う

生
き
抜
い
て
い
く
の
か
、
人

間
の
生
と
死
の
尊
厳
を
ど
う

考
え
る
の
か
と
い
う
問
題
で

す
。
年
老
い
た
家
族
と
共
に

暮
ら
す
こ
と
の
少
な
く
な
っ

た
子
ど
も
達
に
、
ど
こ
か
で

「
老
い
る
こ
と
、死
ぬ
こ
と
、

生
き
る
こ
と
」
を
感
じ
と
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
す
。

　

た
い
へ
ん
年
を
と
っ
て
い

て
、
死
ぬ
の
が
、
そ
う
遠
く

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
ア

ナ
グ
マ
は
、
友
だ
ち
の
楽
し

そ
う
な
よ
う
す
を
眺
め
、
し

あ
わ
せ
な
気
も
ち
で
手
紙
を

書
き
終
え
、
す
ば
ら
し
い
夢

を
み
な
が
ら
、
死
ん
で
い
き

ま
す
。「
長
い
ト
ン
ネ
ル
の

　

む
こ
う
に
行
く
よ　

さ
よ

う
な
ら　

ア
ナ
グ
マ
よ
り
」

と
。
残
さ
れ
た
モ
グ
ラ
や
カ

エ
ル
や
キ
ツ
ネ
、
ウ
サ
ギ
た

ち
は
途
方
に
く
れ
嘆
き
悲
し

み
ま
す
。
や
が
て
、
ア
ナ
グ

マ
の
思
い
出
を
語
る
う
ち

に
、
ア
ナ
グ
マ
が
教
え
て
く

れ
た
も
の
の
豊
か
さ
に
気
づ

き
、
み
ん
な
は
楽
し
い
思
い

出
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス

の
森
を
舞
台
に「
生
」と「
死
」

を
み
つ
め
た
『
わ
す
れ
ら
れ

な
い
お
く
り
も
の
』
は
、
ス

ー
ザ
ン
・
バ
ー
レ
イ
さ
ん
の

私
た
ち
へ
の
贈
り
物
で
す
。

�

（
潮
見
典
子
）

　

今
回
紹
介
の
絵
本
を
抽
選

で
１
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ハ

ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル（mado@

daikyoso.jp

）
で
、「
絵
本

『
わ
す
れ
ら
れ
な
い
お
く
り

も
の
』
希
望
」
と
書
い
て
10

月
20
日
ま
で
に
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

15

「
長
い
ト
ン
ネ
ル
の

�

む
こ
う
に
行
く
よ
」

�

～
生
き
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と
の
意
味
を
～

シリーズ　　　　
『言葉や音が　　
きこえてくるよ!
絵本のなかから』

5何森　真人（岸和田市立八木南小）

・ 牛乳パック 
（７cm×1.5cmに切ったもの）１枚

・ ライトロン 
（15cm×1.5cmに切ったもの）１枚

・ 両面テープ 
（幅1.0cm～1.5cmのもの）

・ はさみ

　

Ａ
～
Ｑ
ま
で
の
文
字
を
つ

な
い
で
言
葉
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
（mado@daikyoso.

jp

）
に
解
答
・
氏
名
・
住
所

・
職
場
名
を
書
い
て
、
10
月

20
日
ま
で
に
大
教
組
情
宣
部

ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
紙

面
の
感
想
や
職
場
の
で
き
ご

と
、
近
況
な
ど
も
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
10
人
に
大
教
済
の
ク
オ
・

カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
チ
ョ
ー
気
持
ち
イ
イ
五
輪

２
連
覇　

②
野
球
を
超
え
た

感
動
の
金
メ
ダ
ル　

③
○
○

業
、
酪
○
○　

④
眼　

⑤
今

夏
、
局
地
的
な
大
雨
が
被
害

を
生
ん
だ　

⑧
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
の
正
体　

⑫
わ
か
る
こ

と　

⑭
ア
ウ
ト

⇔　
⑮
細
見

の
体　

⑰
陽
が
昇
る
頃　

⑳

複
数
を
表
す
。
子
ど
も
○
○

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

②
変
わ
ら
な
い
状
態　

⑥
号

で
表
す
。
秋
に
よ
く
発
生
す

る　

⑦
…
出
る
。
名
前
を
言

っ
て
申
し
出
る
こ
と　

⑧
ペ

ル
シ
ャ
や
シ
ャ
ム
な
ど　

⑨

お
坊
さ
ん
の
髪
型　

⑩
使
わ

な
く
な
っ
た
言
葉　

⑪
１
／

10
㎝　

⑬
Ｐ
Ｃ
を
侵
す
こ
と

も
あ
る　

⑯
日
曜
の
翌
々
日

⑱
一
○
○
法
師
、
○
○
志　

⑲
途
中
棄
権　

�
韓
国
名
物

�
今
日
の
朝

　

６
月
10
日
号
の
解
答
は
、

「
怒
り
束
ね
て
つ
ぶ
せ
橋
下

行
革
」。
応
募
は
74
名
。
当

選
は
次
の
10
名
で
す
。

　

橋
田
昌
幸
（
豊
中
・
17

中
）
山
本
和
子
（
高
槻
・
安

岡
寺
小
）
松
永
令
子
（
枚
方

・
東
香
里
小
）
佐
藤
由
紀

（
東
大
阪
・
長
瀬
中
）
松
岡

佐
知
（
堺
・
百
舌
鳥
養
護
）

三
橋
弘
和
（
岸
和
田
・
山
直

中
）
長
澤
直
子
（
大
阪
市
・

新
森
小
路
小
）
西
田
昌
昭

（
市
高
・
大
阪
市
立
高
）
眞

下
貢
（
府
高
・
山
田
高
）
山

田
恭
司
（
私
学
・
千
代
田
学

園
）

福田首相辞任　自公政治の末期症状

総選挙で政治の中身変えよう
　

福
田
首
相
は
９
月
１
日
夜
、

突
然
の
辞
任
を
表
明
し
ま
し

た
。
安
倍
前
首
相
に
続
い
て
の

政
権
投
げ
出
し
と
な
り
、
自
公

政
治
の
末
期
的
な
姿
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。

　

小
泉
内
閣
の
誕
生
以
来
す
す

め
ら
れ
き
た
「
構
造
改
革
」
路

線
の
も
と
で
、
雇
用
と
賃
金
の

破
壊
、
社
会
保
障
の
連
続
改

悪
、
さ
ら
に
石
油
を
は
じ
め
と

す
る
諸
物
価
高
騰
な
ど
に
よ

り
、
国
民
の
貧
困
と
格
差
は
拡

大
し
て
い
ま
す
。
国
民
生
活
改

善
の
有
効
な
対
策
を
打
ち
出
せ

ず
、
ア
メ
リ
カ
追
随
・
大
企
業

本
位
の
政
治
を
続
け
て
き
た
福

田
自
公
内
閣
の
支
持
率
は
３
割

以
下
、
不
支
持
率
が
63
％
（
９

／
１
「
日
経
」）
と
な
り
、
国

民
か
ら
ま
っ
た
く
支
持
を
得
ら

れ
な
い
政
権
が
、
続
け
ら
れ
な

い
の
は
当
然
で
す
。

要
求
実
現
へ

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

　

い
ま
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

廃
止
を
求
め
る
全
国
の
た
た
か

い
が
政
府
与
党
を
追
い
つ
め
て

い
ま
す
。
派
遣
や
請
負
の
深
刻

な
労
働
実
態
の
告
発
や
運
動
の

広
が
り
に
よ
っ
て
、
厚
生
労
働

省
は
労
働
者
派
遣
法
の
見
直
し

を
掲
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
な

ど
、
国
民
世
論
が
政
治
を
動
か

す
と
い
う
戦
後
の
歴
史
の
中
で

も
か
つ
て
な
い
情
勢
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

国
民
が
求
め
て
い
る
の
は
、

政
治
の
中
身
を
変
え
る
こ
と
で

す
。
自
公
政
治
の
枠
組
み
を
続

け
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
、
大

企
業
本
位
の
政
治
を
続
け
る
限

り
、
誰
が
首
相
に
な
っ
て
も
ゆ

き
づ
ま
っ
た
政
治
を
立
て
直
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

総
選
挙
は
、
国
民
要
求
に
耳

を
傾
け
る
政
治
を
実
現
す
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
自
公
政

治
に
終
止
符
を
打
ち
、「
構
造

改
革
」
路
線
を
転
換
さ
せ
る
こ

と
は
、
大
阪
に
お
い
て
橋
下

「
改
革
」
を
打
ち
破
る
条
件
を

大
き
く
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

憲
法
守
れ
、
30
人
学
級
実
現

な
ど
の
要
求
を
掲
げ
、
教
職
員

組
合
と
し
て
総
選
挙
へ
向
け
た

宣
伝･

学
習
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

⒫先日、府高教と高教組（日教組）が合同で、教務事務補助員・非常勤補助員の首切りに反対し校長交渉を実施しました。（府高
・住吉高　浅井いづみ）⒫８月からかなりきびしい給与カットで、職場のなかまと悲鳴をあげています。日ごろ一生懸命がんば
っているのに、どうしてこんな仕打ちにあうのか。（八尾・曙川南中　利島智子）⒫８月の給与明細にがっくり。教育行政によ
る現場へのしめつけなど、「子どもが笑う大阪」のスローガンにはほど遠い。橋下維新プログラム案は即刻見直しを。（枚方・交
北小　柿木圭子）⒫ほっとする間もなく２学期、橋下「改革」をはね返す正念場。ともにがんばりましょう。（府高・刀根山高　
阪上正方）⒫この夏休み10日間の自主研修をとりました。「研修報告書」を書くために２～３時間かかりましたが、「権利を守る
ために…」と気合いでした。（市高・第二工芸　久保真澄）⒫８月小学校と合同研修会を開きました。小学校の先生の苦労話

を聞き非常に役立ちました。（岸和田・山直中　三橋弘和）⒫定年後６年になりますが、技術の講師をしています。まだ必要とされて、元気でいる
限りはがんばってみようかなと思っています。（守口・大久保中　鎌田耕造）　⒫人件費削減、学力テストでの橋下発言。日々必死で働いている
のに、まるで罪人のような扱いだ。（岸和田・八木小　大西花奈）　⒫いよいよ２学期が始まりました。子どもたちに会えて一緒に夢を追いかけ
るのは楽しいですが、行事に向けての不眠不休の毎日を考えると、体力と心が持ちこたえられるだろうか。（私学・千代田高　堀崎典子）

出題　林禎久さん（泉佐野・佐野中）
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◦日　時　10月10日（金）午後６：30～
◦会　場　たかつガーデン705
◦報　告　二宮厚美さん（神戸大学）
　　　　　 「社会の暴力関係化のなかの

子どもたち」
主　催：大阪教育文化センター

◦日　時　９月26日（金）
　　　　　午後６：30～
◦会　場　たかつガーデン705
◦講　師　田中康寛さん
　　　　　（大教組教文部長）
主　催：大阪教職員組合


